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平成２８年（健）第５４６６号（以下「甲事

件」という。）

平成２８年（健）第５４８６号（以下「乙事

件」という。）

平成２９年９月２９日裁決

主文

甲事件再審査請求及び乙事件再審査請求を

いずれも棄却する。

事実

第１　再審査請求の趣旨

甲事件再審査請求人兼乙事件再審査請求

人（以下「請求人」という。）の再審査請

求の趣旨は、健康保険法（以下、平成２７

年法律第３１号による改正前のものを「旧

健保法」、改正後のものを「新健保法」、併

せて指す場合は単に「健保法」という。）

第９９条による傷病手当金（以下、単に「傷

病手当金」という。）について、後記第３

の２及び３記載の原処分甲及び原処分乙の

取消しを求めるということである。

第２　事案の概要

本件は、繊維筋痛症による療養のため労務

不能であったとして、傷病手当金の支給を請

求した請求人に対し、全国健康保険協会○○

支部長（以下「支部長」という。）が、同一

の支給事由の障害厚生年金を受給したためと

して、支給済みの傷病手当金の額を更正決定

し、又は、傷病手当金の支給額を調整したこ

とに、不服を申し立てた事案である。

第３　本件再審査請求に至る経緯

１　請求人は、初診日を平成○年○月○日

とする精神疾患（以下「本件傷病Ａ」と

いう。）により、受給権発生日を平成○

年○月○日とする厚生年金保険法 ( 以

下「厚年法」という。)第４７条による、

障害等級２級の障害基礎年金及び障害厚

生年金を受給していたが、その後、繊

維筋痛症（以下「本件傷病Ｂ」という。）

により障害基礎年金の裁定を請求したと

ころ、障害等級２級と認定され、平成○

年○月○日、本件傷病Ａ及び本件傷病Ｂ

の各障害を併合し障害等級１級の障害基

礎年金及び障害厚生年金に改定された。

また、請求人は、本件傷病Ｂによる療養

のため労務不能であったとして、平成○

年○月○日から同年○月○日までの期間

について、傷病手当金を受給していた。

２　甲事件

請求人は、本件傷病Ｂによる療養のた

め労務不能であったとして、平成○年○

月○日から平成○年○月○日までの期間

（以下「申請期間甲」という。）について、

１か月毎に区切って、毎月傷病手当金を

請求し、受給していたところ、支部長は、

平成○年○月○日付で、請求人に対し、

「傷病手当金と同一支給事由の厚生年金

保険法による障害厚生年金を受給したた

め。」という理由により、申請期間甲に

係る傷病手当金の額を更正決定する旨の

処分（以下「原処分甲」という。）をした。

請求人は、原処分甲を不服として、○

○厚生局社会保険審査官に対する審査請

求を経て、当審査会に対し、再審査請求

をした。

３　乙事件

請求人は、本件傷病Ｂによる療養のた

め労務不能であったとして、平成○年○

月○日から同年○月○日までの期間（以

下「申請期間乙」という。）について、

傷病手当金を請求したところ、支部長は、

申請期間乙のうち同年○月○日から同月

○日までの期間については同年○月○日

付で、同年○月○日から同年○月○日ま

での期間については同年○月○日付で、

請求人に対し、「障害厚生年金が支給さ

れているため傷病手当金の支給額を調整

します。」とした支給決定通知書を通知

（平成○年○月○日付及び同年○月○日

付の支給決定通知書を併せて、以下「原

処分乙」といい、原処分甲と併せて「原

処分」という。）した。

請求人は、原処分乙を不服として、東

海北陸厚生局社会保険審査官に対する審

査請求を経て、当審査会に対し、再審査

請求をした。

４　当審査会は、甲事件及び乙事件を併合

して審理することとした。
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第４　当事者等の主張の要旨

（略）

理由

第１　問題点

１　傷病手当金の支給については、健保法

第９９条第１項に、被保険者が療養のた

め労務に服することができないときは、

その労務に服することができなくなった

日から起算して３日を経過した日から労

務に服することができない期間、傷病手

当金を支給すると定められ、傷病手当金

の額は、次のように定められている。

旧健保法第９９条第 1 項には、１日

につき、標準報酬日額（標準報酬月額の

３０分の１に相当する額（その額に、５

円未満の端数があるときはこれを切り捨

てるものとし、５円以上１０円未満の端

数があるときはこれを１０円に切り上げ

るものとする。）をいう。）の３分の２に

相当する金額（その金額に５０銭未満の

端数があるときはこれを切り捨てるもの

とし、５０銭以上１円未満の端数がある

ときはこれを１円に切り上げるものと

する。）を支給すると規定され、そして、

平成２８年４月１日施行の新健保法第

９９条第２項には、１日につき、傷病手

当金の支給を始める日の属する月以前の

直近の継続した１２月間の各月の標準報

酬月額（被保険者が現に属する保険者等

により定められたものに限る。）を平均

した額の３０分の１に相当する額（その

額に、５円未満の端数があるときは、こ

れを切り捨て、５円以上１０円未満の端

数があるときは、これを１０円に切り上

げるものとする。）の３分の２に相当す

る金額（その金額に、５０銭未満の端数

があるときはこれを切り捨て、５０銭以

上１円未満の端数があるときは、これを

１円に切り上げるものとする。）とする

とされている。

また、旧健保法第１０８条第２項及

び新健保法第１０８条第３項には、傷病

手当金の支給を受けるべき者が、同一の

疾病又は負傷及びこれにより発した疾病

につき厚年法による障害厚生年金の支給

を受けることができるときは、傷病手当

金は支給せず、ただし、その受けること

ができる障害厚生年金の額につき厚生労

働省令で定めるところにより算定した額

が、傷病手当金の額より少ないときは、

その差額を支給すると規定されている。

そして、上記厚生労働省令で定めるとこ

ろにより算定した額として、健康保険法

施行規則第８９条第１項において、旧健

保法第１０８条第２項及び新健保法第

１０８条第３項に規定する者の受けるべ

き障害厚生年金の額を３６０で除して得

た額（その額に１円未満の端数があると

きは、その端数を切り捨てた額）とする

と定められている。

２　厚年法第５２条の２には「障害厚生年

金の受給権者が、国民年金法による障害

基礎年金（当該障害厚生年金と同一の支

給事由に基づいて支給されるものを除

く。）の受給権を有するに至つたときは、

当該障害厚生年金の支給事由となつた障

害と当該障害基礎年金の支給事由となつ

た障害とを併合した障害の程度に応じ

て、当該障害厚生年金の額を改定する。」

と規定している。

３　本件の場合、請求人が、本件傷病Ａ及

び本件傷病Ｂにより障害の状態にあると

して、平成○年○月から障害等級１級の

障害厚生年金の支給を受けていること、

及び、請求人が、申請期間甲及び申請期

間乙について、本件傷病Ｂの療養のため

労務不能であったため、傷病手当金の支

給を受けたことについては当事者間に争

いがないものと認められるところ、請求

人は、支部長が行った、本件傷病Ａ及び

本件傷病Ｂにより障害厚生年金の支給を

受けていることを理由として、傷病手当

金の支給額を調整した原処分を不服とし

ているものと解されるのであるから、本

件の問題点は、原処分が上記の健保法及

び厚年法の規定に照らして適法であると

認められるかどうかということである。

第２　当審査会の判断

１　請求人は、本裁決書添付の別紙１にお
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いて、平成○年○月に改定された障害厚

生年金のうち、初診日が国民年金被保険

者期間である本件傷病Ｂに係る部分は障

害基礎年金に相当するため、傷病手当金

との調整は必要ではなく、また、本件傷

病Ａに係る障害厚生年金は、同一の傷病

ではない本件傷病Ｂに係る傷病手当金と

も調整は必要ないと主張する。

まず、本件を厚年法の規定に照らすと、

本件傷病Ａに係る障害厚生年金の受給権

者であった請求人に、新たな本件傷病Ｂ

が発生し、この本件傷病Ｂの初診日が国

民年金の被保険者期間であり、国民年金

法第３０条に規定する障害基礎年金の受

給権を有するに至ったとしても、本件傷

病Ａと本件傷病Ｂを併合し、障害厚生年

金の額を改定するのであって、改定後の

障害厚生年金には本件傷病Ａ及び本件傷

病Ｂが含まれることになり、それぞれを

切り分けることはできないことになる。

次に、健保法の規定に照らすと、改定

後の障害厚生年金には、本件傷病Ｂが含

まれており、本件傷病Ｂのみを単独の障

害基礎年金として別途、判断することが

できない以上、傷病手当金の支給を受け

るべき者が、同一の疾病につき障害厚生

年金の支給を受けることになる。

そうすると、請求人が受給していた本

件傷病Ａに係る２級の障害厚生年金は、

本件傷病Ｂが発生したことにより、本件

傷病Ａ及び本件傷病Ｂを併合して１級の

障害厚生年金になったのであって、傷病

手当金と同一の疾病又は負傷及びこれに

より発した疾病につき厚年法による障害

厚生年金の支給を受けるのであるから、

傷病手当金を支給しないことになる。そ

して、傷病手当金の額より、障害厚生年

金の額の方が少ないため、調整を行った

上で、健保法第９９条によって算出した

差額を支給するとした本件は、健保法及

び厚年法の規定に照らして適法であった

と認められる。

２　よって、原処分は適法かつ相当であっ

て、これを取り消すことはできず、更正

決定又は調整により傷病手当金を減額さ

れたとして差額分の追加支給を求めるこ

ともできないことになり、請求人の本件

再審査請求は理由がないので、これを棄

却することとし、主文のとおり裁決する。
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